
平成29年度　学校評価における自己評価の結果

【 本年度の重点目標 】 (学校長より)

１　「学ぶ楽しさ」を気づかせることのできる学習活動を図る

２　創造型実践技術者の育成を図る

３　自らの授業力向上を図る

４　常に生徒との信頼関係を意識した教育活動を図る

５　教職員がお互いに支え合い、明るい職場環境づくりに努める

１　「学ぶ楽しさ」を気づかせることのできる学習活動を図る

部・科・学年 重点目標 努力点 評価項目 評価方法・時期 評価基準 中間見直し 評価結果 改善されたこと 結果から見た改善策

教務部 1 学校行事の精選
従来行事の見直しと
新行事の計画

新行事の立案・計画度合
い　年度末

A：新行事５件以上
B：3件以上
C：3件以下

なし B
・PTA総会、定期試験、学校公
開、各種会議等の日程変更を見
直した。

・行事検討委員会を定期的に開
催し、今後も検討が必要である。

学習指導部 1

「学ぶ楽しさ」に気
づかせることので
きる学習活動の推
進

生徒の授業に臨む意
識（姿勢）はどうか

「学ぶ楽しさ」を発見でき
るような授業の工夫がで
きた教員の割合
アンケート調査（１２月）

A：80%以上
B：70%
C：60%
D：50%以下

なし B

一方的な授業ではなく、「学ぶ楽
しさ」に気づかせることのできる授
業づくりの工夫をするように、教え
る側の意識が変わってきた。

比較的良好な結果であったが、
生徒が「学ぶ楽しさ」を実感でき
るような指導を目標に、研鑽して
いきたい。

特活指導部 1

生徒の自主的な行
動と運営の見直し
による生徒会行事
の充実

生徒会行事に積極的
に参加できたか

生徒会行事に積極的に
参加できた生徒数

A：90%以上
B：70%
C：50%以下

なし A

生徒会の積極的な働きかけの効
果もあり、特に学校公開では、生
徒たちの充実度の高い行事運営
ができた。

今年度実施できなかった行事に
関しても継続的に改善を進め、
よりよい学校づくりをしていきた
い。

進路指導部 1
自己理解をもとに
した将来の目標設
定

３学年における進路の
選択状況

就職、進学等目標がはっ
きりとしているか
進路アンケート「4月実施」
より

A：決定済み80%以上
B：60%～79%
C：60%以下

なし A

3年間の進路ガイダンスの内容を
改善し、また、適性検査やSPI試
験の日程を見直し、より進路選択
に役立つようにした。

進学か就職かは決まっている
が、具体的な会社や学校は決
まっていない。1，2年次から企業
研究をできる環境を整える。

健康安全指導部 1 環境の美化
清掃状況の確認（本
館のＨＲ、廊下、階
段、トイレ、昇降口）

毎月の状況を評価（５～１
点）し、年度末に合計を評
価

Ａ：４点以上
Ｂ：2.5～3.9点
Ｃ：1.5～2.4点
Ｄ：1.4点以下

なし B

各清掃分担区の先生の指導の
下、おおむね良く取り組むことが
できた。教室のワックスがけも行
えた。

昇降口などでは、下駄箱の上に
シューズ等が置かれている状況
が多く、改善する余地がある。

渉外部 1
会員及び地域社会
との連携

PTA総会の出席率の
向上

PTA総会出席率・5月
A：50%以上
B：40%以上
C：40%未満

なし C
　今年度、開催日を５月初旬の連
休中の平日とした。

　開催日を変更したが、出席率
が上がらなかった。次年度の開
催日の検討をしたい。

機械科 1

わかる指導の工夫
を実施し、情報技
術検定合格率アッ
プを目指す

情報技術検定合格率
アップ

昨年度比情報技術検定
合格アップ率

A：40%以上
B：39%～25%
C：25%未満

なし A

機械科1年において、受検者38名
中27合格で合格率71%（昨年度
36%）となり、昨年度比で97%アップ
した。

今年度の資格指導体制を維持
し、合格率の維持に努めていく。

1
定期試験の平均点
向上

クラス平均点 学年末評点結果

A：65点以上
B：60点以上
C：50点～59点
D：50点未満

なし C

2学期末時点では全学年の定期
試験平均が58点であり、昨年同
時期の平均と比べ2点弱低い結
果である。

学習に対する姿勢を身につけさ
せる工夫について、科としても検
討していきたい。

1
資格取得の合格率
の向上

QC４級・危険物乙４
類・情報技術検定３級

資格取得の結果

A：合格率平均70%以上
B：55%以上
C：45%以上
D：45%未満

なし A
QC検定に関しては３４名の合格。
他２資格についてはこれから試験
のため評価できず。

QC検定は85%の合格率となった
が、不合格者がいるため、今後
の指導を改善していきたい。

生産機械科

A：５（３８．５％）　B：４（３０．８％）　C：４（３０．８％）
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部・科・学年 重点目標 努力点 評価項目 評価方法・時期 評価基準 中間見直し 評価結果 改善されたこと 結果から見た改善策

建設科 1 学ぶ意欲を高める
各種資格試験の合格
者数

各種資格試験における合
格者数の割合

A：70%以上
B：50%以上
C：49%以下

なし A

各種資格試験の受験者数は延べ
364名、合格者数は延べ294名で
あり、合格者数の割合は80.8％で
あった。

今後も合格率の維持に努めてい
きたい。

１学年 1
基礎学力を身につ
け、自ら学ぶ姿勢
を育む

基礎テストの欠点者
減少

基礎テスト（漢字・数学）
の欠点者数

A：5人以下
B:6～15人
C：16～30人
D：30人以上

なし C

漢字について、各回の欠点者の
平均人数4.0人
数学について、各回の欠点者の
平均人数15.3人

全体的に一生懸命に取り組んで
いるが、苦手意識を持っている
生徒が多いので、継続的指導を
行っている。.

２学年 1
基礎学力を身につ
け、自ら学ぶ姿勢
を育む

基礎テストの欠点者
減少

基礎テスト（漢字・数学）
の欠点者数

A：5人以下
B:6～15人
C：16～30人
D：30人以上

なし B

漢字について、各回の欠点者の
平均人数5.8人
数学について、各回の欠点者の
平均人数6.2人

ほぼ、同じ生徒が欠点を取って
いるので、担任などの指導を受
け、意識改革と意欲の向上を図
りたい。

３学年 1
基礎学力を身につ
け、自ら学ぶ姿勢
を育む

基礎テストの欠点者
減少

基礎テスト（漢字・数学）
の欠点者数

A：5人以下
B:6～15人
C：16～30人
D：30人以上

なし C

漢字について、各回の欠点者の
平均人数26.5人
数学について、各回の欠点者の
平均人数11.5人

取り組む意識が低い。基礎力の
必要性をもっと訴えていきたい

２　創造型実践技術者の育成を図る

部・科・学年 重点目標 努力点 評価項目 評価方法・時期 評価基準 中間の見直し 評価結果 改善されたこと 結果から見た改善策

学習指導部 2
望ましい学習環境
の確立

各教員によるクラスご
との生徒の授業態度
の評価

職員へのアンケート調査
（「生徒の授業に臨む姿
勢について」）

A：80%以上
B：70%
C：60%
D：50%以下

なし B
昨年度の同様の調査における割
合とほぼ同じであった。

クラス・教科・授業形態による授
業態度の差が大きい。今後も継
続して指導方法を工夫していき
たい。

特活指導部 2 部活動の活性化
部活動に加入し、積極
的に参加できたか

生徒へのアンケート調査・
１月

A：80%以上
B：70%
C：50%以下

なし B
ほぼ例年通りで、全体で７０％を
超える加入状況であった。

部活動にとどまらず、生徒会活
動など、自分を磨ける生活環境
づくりに努めたい。

生徒指導部 2
交通安全意識の向
上

自転車及び原付二輪
車における安全運転
（ルール・マナー）の意
識向上

交通事故件数状況前年
度比（年度末）

Ａ：減少
Ｂ：同数
Ｃ：増加

なし B
自転車事故の増加。
（H28:12<H29:13)

危機意識を含めて継続的指導を
行い、事故の減少及び防止に努
めていきたい。

2

ボランティア精神
の徹底（真岡線駅
舎清掃活動への積
極的参加）

参加生徒の取り組み
状況

参加生徒へのアンケート
（１学期末）

Ａ：80%以上
Ｂ：50～79%
Ｃ：49%未満

なし A
昨年度の同様の調査における割
合とほぼ同じであった。

参加生徒は積極的、まじめに取
り組むことが出来たと回答。今後
も継続して実施していきたい。

進路指導部 2 進路希望の実現
就職採用試験 １次募
集での合格率

就職試験等の合格率、年
度末

Ａ：合格率80%以上
Ｂ：70%
Ｃ：60%

なし A
合格率は3年連続で増加し、今年
度は89.6%であった。

売り手市場で高卒生の求人が多
いが、不合格の生徒は必ず居る
ので、適性を見て、進路指導をし
ていきたい。

健康安全指導部 2
疾病の予防及び健
康意識の向上

健康情報の提供状況
保健だより及び情報提供
資料の発行・伝達回数

Ａ：15回以上
Ｂ：12～14回
Ｃ：9～11回
D：８回以下

なし A

生徒向けの他に職員向けの保健
だよりを学期に1枚発行。１５回の
情報提供を実施する予定。（２，３
月を含めて）

生徒への健康指導を保健室以
外の場でもしていけるよう、職員
への情報提供の機会を増やして
いきたい

工業管理部 2
工業関係の大会等
への積極的な参加

新しい大会へのチャレ
ンジ

新しい大会へのチャレン
ジ数・２月末

A：３大会以上
B：２大会以上
C：１大会以下

なし B
①技能五輪大会　「建築大工」競
技出場（建設）
②コマ大戦出場（機械・生産）

毎年の新規出場は難しい面もあ
るが、今回の出場大会について
は継続できるよう各科に働きか
けていきたい。

機械科 2 専門性の向上
各種技能検定への挑
戦

技能検定の合格率　年度
末

A：80%以上
B：70%以上
C：70%未満

なし A
技能検定受検１３名中１２名合格
（合格率92.3%）

今後も、ものづくりマイスターに
よる技能指導も含め、この指導
体制を継続していく。

A：７（４３．８％）　B：９（５６．３％）　C：０（０％）
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部・科・学年 重点目標 努力点 評価項目 評価方法・時期 評価基準 中間見直し 評価結果 改善されたこと 結果から見た改善策

生産機械科 2
自ら考え技能向上
に取り組む人材の
育成

生徒研究発表大会等
への参加

大会成績結果

A：上位３位以内
B：４位～６位
C：７位～９位
Ｄ：10位以下

なし A

技能検定実技試験成績優秀者表
彰該当生徒1名
栃木県高校生電気自動車大会課
題研究班13位

アイデアロボット、電気自動車大
会も含め、各種検定試験等への
自主的挑戦の場を整えていきた
い。

電子科 2
専門的知識・技術
の習得

アイデアロボット、ロ
ボットアメリカンフット
ボール競技大会

県大会での戦績結果　大
会終了後

A：２大会全国出場
B：１大会全国出場
C：全国出場なし
D：県予選出場なし

なし B
ロボットアメリカンフットボール大
会優勝　H30.2全国大会出場決定

ｱｲﾃﾞｱﾛﾎﾞｯﾄは制御方法を変更し
たため、次年度は期待できる。

建設科 2
３Ｓ（整理・整頓・清
掃）の習慣化

実習室等の３Ｓ（整理・
整頓・清掃）活動の状
況

安全で効率的に作業が
行えるように実習室等の
環境づくりが実践されて
いるか点検をする

Ａ：実践されている
Ｂ：ある程度実践
Ｃ：あまり実践されていない
Ｄ：実践されていない

なし B
清掃の時間を考慮した授業進行
をしたため、ある程度は実践がで
きている。

実験器具など水洗いをしたもの
が、乾燥させるために置きっ放し
になっていることがあるので、注
意をしたい。

１学年 2
基本的生活習慣の
確立

出席率・遅刻率
出席率９９％以上・遅刻
率５％以下を目標値とす
る・各学期ごと

A：目標値クリア
B：目標値の90%以上
C：80%以上
D：80%未満

なし A

１学期の出席率９９．６５％、遅刻
率１．２７％
２学期の出席率９９．５２％、遅刻
率１．７０％

遅刻数を増やしている生徒が多
い。中には、科長指導を受けた
生徒がいる。段階的指導をして
いきたい。

2
基本的生活習慣の
確立

出席率・遅刻率

出席率９９％以上・遅刻
率２％以下を目標値とし
て評価する。各学期ごと
に評価

A：目標値クリア
B：目標値の90%以上
C：80%以上
D：80%未満

なし A

１学期の出席率９９．４６％、
　　　　　 遅刻率０．４０％
２学期の出席率９９．４５％、
　　　　　 遅刻率０．２８％

ほぼ、同じ生徒が遅刻や欠席を
繰り返しているので、担任などの
指導を受け、基本的な生活習慣
の確立を図りたい。

2
全生徒の進路目標
を考えさせる

進路実現に関するア
ンケートや面談を実施

「未定」「まだ決まっていな
い」の割合を集計

A：合計が5%以下
B：10%以下
C：15%未満
D：15%以上

なし B
まだ決まっていない。迷っている
生徒の割合は、５．６２５％であ
る。

今年度中に進路の方向性を決
定させたい。また、進路目標を設
定し行動計画を立て、進路実現
に向け指導していきたい。

３学年 2
３S（整理・整頓・清
掃）の実践

ロッカーの上、教室等
の整理状況

随時、状況を確認

A：整理が常時保たれた
B：ほぼ保たれた
C：あまり整理されていない
D：整理されなかった

なし B

クラスによっては常時整理整頓さ
れている。先生方の声かけにより
全体的にみてもほぼ保たれてい
る。

卒業に向けて整理整頓清掃をさ
らに充実させていきたい。

2 進路の実現
進路実現に関するア
ンケートを実施

「自分の進路に満足でき
た」「自分の進路にある程
度満足できた」の割合を
集計

A：合計95%以上
B：80%以上
C：70%以上
D：70%未満

なし B
無作為抽出での調査で、満足72%
ある程度21%の計93%の結果で
あった。

企業研究不足や本人の適性が
会社にあわないことなどあった。
事前の指導をさらに高めていき
たい。

３　自らの授業力向上を図る

部・科・学年 重点目標 努力点 評価項目 評価方法・時期 評価基準 中間の見直し 評価結果 改善されたこと 結果から見た改善策

生徒指導部 3
規則正しい生活習
慣の徹底

遅刻数の減少を目指
す指導

遅刻数の前年度比・
（年度末）

Ａ：減少
Ｂ：同数
Ｃ：増加

なし B
昨年度比と同等に遅刻数であっ
た。

１年同数。２年減少。３年増加。
特に３年２学期より遅刻数が増
加している。目的意識を持って
学校生活が出来るように継続的
指導を行っていきたい。

工業管理部 3

教職員が常に知的
好奇心を持ってス
キルアップを図り、
指導力の向上を目
指す

授業力向上につなが
る研修等への参加

工業科教員の研修参加
率・年度末

A：65%以上
B：64～40%
C：40%未満

なし A
全工協、県総合教育センター等の
研修参加者延べ人数25名
参加率25/27=92.6%

今後とも、工業管理部として参加
率を維持できるよう意欲向上に
努めていく。

２学年

A：３（７５．０％）　B：１（２５．０％）　C：０（０％）
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部・科・学年 重点目標 努力点 評価項目 評価方法・時期 評価基準 中間見直し 評価結果 改善されたこと 結果から見た改善策

電子科 3
専門的知識・技術
の習得

専門研修・講習会・発
表会への参加

参加２回以上の教員数・
年度末

Ａ：５名が２回以上参加
Ｂ：４名が参加
Ｃ：３名が参加
Ｄ：複数回参加なし

なし A
工業専門研修に限らず、地域教
育に関するセミナーなどに参加し
た。

引き続き積極的に研修に参加す
る。

建設科 3
指導方法の工夫改
善

講習会や研修会など
への参加回数

参加回数の合計　年度末
Ａ：５回以上
Ｂ：３回以上
Ｃ：３回未満

なし A
工業の専門的な内容だけでなく、
教育相談などの内容にも参加し
た。

指導力向上のために様々な研
修に参加をする。

４　常に生徒との信頼関係を意識した教育活動を図る

部・科・学年 重点目標 努力点 評価項目 評価方法・時期 評価基準 中間の見直し 評価結果 改善されたこと 結果から見た改善策

教務部 4 情報発信の拡大
ホームページ等の発
信回数

年間における２回以上発
信した週の割合・年度末

Ａ：90%以上
Ｂ：75%以上
Ｃ：74%以下

なし A
・HPをリニューアルし、充実したも
のになった。
・週当たり投稿平均数26.6件

・「卒業生の声」や「生徒からの
投稿」を計画中である。

学習指導部 4

生徒理解に立った
教科指導による基
礎学力の確実な習
得

生徒理解に立った教
科指導を実践できた
か

実践できた教員数の割
合・職員へのアンケート調
査（１２月）

Ａ：80%以上
Ｂ：70%
Ｃ：60%
Ｄ：50%

なし A
年２回の校内授業公開旬間によ
り、多面的な生徒の学びの姿を見
取ることができた。

良好な結果であったが、生徒理
解に向けて、校内授業公開旬間
のさらなる活用を喚起していきた
い。

生徒指導部 4
チーム支援体制の
確立

生徒理解に立った生
徒指導を実践できた
か

実践できた職員数の割
合・アンケート調査12月

Ａ：80%以上
Ｂ：70%
Ｃ：60%
Ｄ：50%

なし A
・特別指導（H28:23>H29:18）
・指導件数が減少。

特別指導においても昨年度比減
少している。学年・科との連携を
密にしていけるようにしていきた
い。

渉外部 4
開かれた学校づく
り

HPを活用した広報活
動

HPへの渉外関係アップ回
数・年度末

Ａ：５回以上
Ｂ：３回以上
Ｃ：３回未満

なし A
行事毎に概略を示すことができ
た。

今後も行事ごとに内容がわかる
ような記事の投稿に努めたい。

５　教職員がお互いに支え合い、明るい職場環境づくりに努める

部・科・学年 重点目標 努力点 評価項目 評価方法・時期 評価基準 中間の見直し 評価結果 改善されたこと 結果から見た改善策

工業管理部 5
各科の特徴を生か
し、協力し合える体
制の強化

工業管理部主管行事
における各科の協力
体制

各科長にアンケートを実
施・年度末（ロボットアメフ
ト大会終了後）

Ａ：できたと回答80%以上
Ｂ：60～79%
Ｃ：60%未満

なし A
各科の得意分野に応じて仕事を
分担し、協力し合うことが出来た。
「できた」との回答100%

各科長を中心に業務分担を明確
にするとともに、この協力体制を
維持していく。

ま と め

　年度当初に校長より五つの重点目標が示され、この目標に基づき各部・学年ごとに努力点を２～３設定して取り組んだ。全体をとおして、現段階での評価３５項目の内、Ａ
評価が１８項目（51.4%）、Ｂ評価が１３項目（37.1%）、Ｃ評価が４項目（11.4%）となった。ＡまたはＢの評価が約89%を占め、ほぼ努力点について目標は達成された結果となっ
たが、重点目標１【「学ぶ楽しさ」を気づかせることのできる学習活動を図る】においては、学年を中心にＣ評価が４項目と集中しており、生徒の学力の保証という意味におい
ても今後も努力を要する結果となった。また、重点目標５の【教職員がお互いに支え合い、明るい職場環境づくりに努める】については、評価項目設定が一つのみで、学校
全体の評価とするには不十分な点があると思われる。
　次年度の課題としては、学校全体として基礎力テスト等を活用しながら「学ぶ意欲を育むための継続的な取組」の充実と、各重点目標に対して、できるだけバランスよく評
価項目を設定する等の工夫が必要である。また、「働き方改革」にも関連して、学校現場における職場環境づくりにも今後、積極的に取り組んでいく必要があると思われる。

A：１（１００％）　

A：４（１００％）　
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